




“Integrated  Studies”in  Training  Courses  for  Early  Childhood  Educators 






近 畿 福 祉 大 学 紀 要
J.  Kinki  Welf
Vol.７  s  61～66（2006）





“Integrated  Studies”in  Training  Courses  for  Early  Childhood  Educators
 in  Junior  Colleges  in  Japan：From  the  Viewpoint  of  Environmental  Education
Michiko  INOUE
　In  1998,  a  new  subject  known  as“Integrated  Studies”was  introduced  into  the  training
curriculum  as  one  of  the  compulsory  subjects  for  obtaining  a  license  as  a  kindergarten
teacher.  The  research  area  of  environmental  education  welcomed  this  addition,  because  the
goal  of  this  subject  partly  corresponds  with  that  of  environmental  education.  However,
“integrated  studies”  included  in  the  kindergarten  teacher-training  course  in  junior  colleges  is
also  a  compulsory  subject  for  acquiring  the  qualification  of  a  nursery  school  teacher.
Although  the  name  of  the  subject  is  the  same,  the  goal  of“integrated  studies”in  the
kindergarten  teacher-training  course  differs  from  that  in  the  nursery  school  teacher-training
course;  moreover,  the  latter  does  not  require  the  inclusion  of  the  contents  on  environmental
education.  In  this  light,  I  analyzed  the  syllabi  gathered  from  149  junior  colleges（2-year
courses）offering  training  courses  for  kindergarten  teachers  in  2002  with  the  aim  of  exam-
ining  and  revealing  how  the  subject“integrated  studies”provided  environmental  education.
The  results  revealed  that  in  the  subject  “integrated  studies,”on  the  whole,  40%  of  the  cases
included  content  on  environmental  education,  while  the  remaining  60%  did  not.  Therefore,  in
junior  colleges,“integrated  studies”does  not  function  as  a  subject  that  also  covers  environ-
mental  education,  and  the  liberal  arts  subjects  consequently  assume  a  more  important  role  in
environmental  education  than  in“integrated  studies.”

























































































































































































































































あり 担当者によってはあり なし 
図３　総合演習の内容 
保育者養成系短期大学の「総合演習」における環境教育の実施実態
－65－
おける総合演習が保育者志望者に対する環境教育の場、
あるいは、幼児期の環境教育を実践できる保育者を教
育する場としては機能できないという制度上の前提に
一致している。
　これらの結果をどう読みとるべきであろうか。総合
演習は教員養成課程の設置目的からすれば環境教育の
場となり得るし、４割の総合演習ではそれに合致した
実態であった。とすると、今後も総合演習において環
境教育的内容の導入を求めるべきなのだろうか。ある
いは、短期養成の場合は同一科目での対応が前提で保
育士養成の設置目的に合わせることが現実的であるか
ら総合演習には期待できないのだろうか。これについ
ては、調査時点において総合演習がまだ導入期であり、
その本来の設置目的が十分に反映されていないという
点を考慮しなければならない。
　たとえば、保育士養成課程の変更を前に平成13年度
に全国保育士養成協議会が実施した保育士養成セミ
ナーの分科会で総合演習のあり方が議論された。そこ
では、総合演習の導入以前から「特別研究」や「卒業
研究」の名称で実施されてきた内容を総合演習にあて
るのがよいとの提案もなされていた。本調査の結果で
も、複数の教員で担当する総合演習が 66％、学生がグ
ループ別に別れて受講するのが51％と、約半数の総合
演習が指導担当教員ごとに分かれて受講する卒業研究
のようなゼミナール形式で行われていることがわかっ
た。しかし、総合演習の本来の設定意図から考えると、
卒業研究として実施されてきた科目をそのまま当ては
めることは不適当であろう。教員ごとに課題をあげて
学生がそれを選択するという方式を採用している養成
校の授業計画を見ると、各教員が現代的な課題をそれ
ぞれの専門領域の中で意識して提示している場合もあ
るが、単に一般教養や保育の基礎技能を高めることが
目的ではないかと思われる内容も提示されていた。中
央教育審議会初等中等教育分科会の教員養成部会が平
成15年度に行った教員免許課程認定大学実地視察報告
でも、総合演習について「テーマ設定や演習内容が特
定分野に集中し、広がりが見られないところなど、科
目の設置趣旨と必ずしも合致しないテーマ設定につい
て指摘を行った大学」があったとされている。この報
告は教員養成に限定したものだが、本調査の結果とあ
わせてみても、養成校では総合演習の設置目的が十分
に周知されていたわけではないようである。つまり、養
成校における総合演習は、改善の余地がある段階にあ
り、その本来の設置目的に合致する内容が今後意識さ
れていけば、保育士養成の総合演習へと収斂していく
ことが予想される。また、近年の学力低下論争の流れ
を受け、教員養成における総合演習の位置づけが今後
変容することもあり得る。これらのことから、今後も
総合演習が環境教育の場となることは難しいと考える
べきであろう。
　以上のように、保育者養成における総合演習は、制
度上も実態からも今後環境教育の場となることは困難
であると考えられた。井上（2005）15）では一般教育科
目で実施されている環境教育の実態を報告したが、今
回の結果からも一般教育科目の一層の充実が重要だと
いえよう。しかし、保育士養成においては2001年の改
正で総合演習や家族援助論などの新設科目による単位
数増加と総単位数への配慮などから、一般教育科目に
あたる教養科目群の設置単位数と履修単位数が２単位
分減少になっている。養成校の創意工夫に任せられた
とはいうものの、短期養成校では豊かな教養科目の開
講は難しい現実がある。井上（2005）15）でも指摘した
が、環境教育を実践できる保育者養成は短期養成では
限界があり、より専門性の高い保育者養成の課題とし
て、四年制課程での養成をめざすべきなのかもしれな
い。今後は、専門科目を中心に分析を進め、<３>自
然と触れ合う遊びを中心とした幼児期の環境教育の保
育実践力を持つという目標に応じた養成教育がなされ
ているかどうかの実態を明らかにする予定である。
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